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1.目的 

橋梁点検に基づき損傷図を作成し、損傷に対して必要な措置を行うための資

料とする。 

 

2.適用の範囲 

本マニュアルは、道路橋定期点検要領に基づいて定期点検を実施する八王子

市が管理する橋梁に適用する。 

 

3.定期点検について 

定期点検については、道路橋定期点検要領（国土交通省 道路局）の最新版に

基づき、損傷評価、健全性の診断等を行う。 

 

4.点検結果の記録 

点検結果は、径間ごとに損傷の位置が特定できるように記録する。損傷の状況

の記入にあたっては、定期点検結果に基づき記載すること。 
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 １）調査橋梁の記入例 

 
 

損傷の矢視の部分に健全度を記載する。ま

た、損傷部材の文字背景を下記のとおり塗

りつぶし部材単位での健全度を表現する 
 
例 
健全度Ⅰ 記載なし 
健全度Ⅱ 下部工 02(A2)：⑤ひび割れ 
健全度Ⅲ 下部工 02(A2)：⑤ひび割れ 
健全度Ⅳ 下部工 02(A2)：⑤ひび割れ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②損傷写真 
＜損傷の状況＞には損傷内容と併せて健全

度も記載する 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①損傷図 
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５．部材区分 

部材区分は、1 径間ごとに下図に従い記録する。下記の要領に従って記録することが困難

な特殊形式の橋梁の場合には、橋梁の構造に応じて適切に部材区分と部材番号等を設定し

記録する。 
 

①主桁・縦桁 
原則として、一主桁ごとに区分する 

1)鋼鈑桁、コンクリート T 桁等 

 
2)箱桁等 

 
床版橋等で 1 主桁ごとに区分ができないものについては、全体で主桁 01 として評価す

る。 
 

②横桁・対傾構 
端部と中間部に区分する。 
なお、横桁と対傾構の両方を有する橋梁については、端部を 01 と 03、中間部を 02 とし

て評価する(下右図参照)。 
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③横構・床版 
主桁で区切られたラインごとに区分する 

1)鋼鈑桁、コンクリート T 桁等 

 
プレストレストコンクリート T 桁については、原則として間詰め部のみ、コンクリート

T 桁については、ハンチ以外を床版とし、上フランジ、ハンチは主桁として評価する。 
 
2)箱桁等 

 
 
床版橋等は、張出床版、間詰め床版についてのみ床版として評価し、その他は主桁として評

価する。 
 
④下部工(橋脚・橋台)・支承 

1 基ごととする 
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⑤路面 

一面で評価する。 
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※部材符号の記録の補足事項 

 
①径間番号の振り方について 
 ・構造体が分かれているものは、-1、-2 で表現する。 
 
 
 
 
 

 
②橋台・橋脚記号について 
 ・国道などの道路と異なり、市道が対象であるため、路線として明確な起点・終点が不明

である。基本的に、橋梁台帳等既存資料にも、橋台、橋脚番号の記載が無い場合が多く、

点検調書内の統一事項として、現場で起点・終点について確認し、設定する必要がある。 
  
【設定方法】 

１）橋梁台帳の幅員寸法、平面図、断面図、側面図を見て、進行方向を確認 
進行方向を確認する要素としては、 

     ・幅員構成→右側地覆（歩道）幅、左側地覆（歩道）幅 
     ・断面図の添架物の配置など 
   ２）１）の方法で進行方向が確認できる場合には、進行方向起点側から、A1,P1,・・・・

A2 とする。（点検調書の平面図等に記載する） 
   ３）幅員構成が左右対称で、添架物もなく、進行方向が判断できない場合には、橋梁

台帳の平面図の左側を A1、右側を A2 とする。（※河川の場合は、左岸側を A1、
右岸側を A2 とする） 

 
 
 

A1 P1 A2 

（車道橋） 
Syadoubu （歩道等側道橋） 
Syadoubu ) 

径間番号：1-1 径間番号：2-1 

径間番号：1-2 径間番号：2-2


